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４章 目標の管理 

 

１．評価指標 

立地適正化計画の基本方針の実現に向けた目標を定量化する「評価指標」を、以下の通り設定

します。 

  

歩いて暮らせるまちへの転換 

立地適正化の方針 

【都市機能誘導】 
中心市街地における求心力の向上 
中心商店街へ月に1～2回以上行く
市民の割合 
  33％  →  50％ 
（2018 年） （市民の半分） 
＊那覇市民意識調査による 

都市力の強化・魅力向上 

【居住誘導】 
子育て層の市外への流出 

年少人口の転出超過数 
    230 人   →  230 人
（2014-18 年平均） （現状維持） 
＊総務省住民基本台帳人口移動報告による 

まちなかの住機能の回復・強化 
中心市街地の人口密度 
  107 人/ha → 107 人/ha 
 （2015 年）  （現状維持） 

＊国勢調査より算出 
 

 災害への安全性を高める 

目標値 

【交通】 
公共交通・道路等の総合的な交通環境の改善 

交通体系の整備に対する満足度 
  34.4％ →  50％以上 
（2019 年）  （市民の半分） 
＊那覇市民意識調査による 

【防災】 
津波時の避難場所の確保 
居住環境形成地域Ｂにおける 
津波避難ビル等150ｍ圏カバー率 
   64％  →  100％ 
 （2019 年）  
＊那覇市 なは MAP 掲載データ等より算出 

 利便性の高い公共交通を整える 

 歩いて暮らせるエリアをつくる 

 求心力を高める機能を強化する 

 まちなかや周辺に住人を取り戻す 

 魅力ある（選ばれる）都市環境を
つくる 

 歩行者・自転車環境を整える 
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２．モニタリング計画 

本計画は、概ね 20 年後の都市の姿を展望した長期的な計画です。このため、定期的なモニタリ

ングを行い、那覇市都市計画マスタープラン等の見直しとの連携を図りながら、適切な進行管理

に努めます。 

進行管理に当たっては、Plan（計画の策定）－ Do（実行）－ Check（評価）－ Act（見直し）

のＰＤＣＡサイクルの考え方に基づき、計画に記載された施策の実施状況について年度毎にフォ

ローアップを行うとともに、概ね５年ごとに目標値の到達状況の確認と合わせた検証を行い、必

要に応じ施策の強化や計画の見直しを行っていきます。 

また、公正かつ専門的な第三者としての立場から評価を行うことも重要であるとされているこ

とから、「実施状況」及び「効果発現状況」については、適宜、那覇市都市計画審議会に報告しま

す。 

 

 

•施策の進捗把握、

目標の評価・検証 

•見直し、改善          

内容の検討 

•誘導施策の推進 •計画の策定・見直し 

PLAN 

（計画） 

DO 

（実行） 

CHECK 

（評価・検

証） 

ACT 

（見直し） 


